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町の国保の概況

国
保
の
状
況

国
保
主
管
課
の
紹
介

令
和
２
年
度
の
大
河
原
町
の
国
保
の
加

入
率
は
、
19
・
３
％
と
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移

行
、
社
会
保
険
加
入
等
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
の
医
療
の
高
度

化
と
生
活
習
慣
病
罹
患
率
の
増
加
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
も
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
税
の
収
納
率
は
、
令
和
２

年
度
の
現
年
分
が
前
年
度
比
０
・
５
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
一
つ
の

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大河原町
ひと・まち・桜がさきほこる先進のまち
～おおらかに、たくましく未来へ続くおおがわら～

大河原町は、宮城県の南部に位置し、穏やかな気候と交通の利便
性や商業等生活関連施設の集積等により住みやすい町です。ま
た、一目千本桜は、「さくら名所百選の地」「新日本街路樹百景」「優
歩百選」に選ばれ、観光名所としてブランドとなっているととも
に、町民の誇りであり、町のシンボルといえます。

令和元年度 令和２年度

町の人口（各年度３月末） 人 23,624 23,518

国保世帯数（各年度３月末） 世帯 2,929 2,956

国保加入割合（被保険者数割） ％ 19.3 19.3

収納率（現年分） ％ 93.1 92.6

被保険者数 人 4,559 4,527

一人当たり医療費 円 388,942 356,105

特定健診受診率 ％ 49.3 49.0

白石川の白鳥

一目千本桜と韮
にら

神
がみ

堰
ぜき

疾
病
予
防
教
室
の
実
施

大
河
原
町
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、「
に
こ
に
こ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
と
い
う
疾
病
予
防
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
時
期
は
特
定
健
診

の
結
果
が
出
る
時
期
と
し
、
運
動
指
導
士
に

よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
町
の
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
教
室
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
継
続

し
て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
」「
自
宅
で
も

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
教
え
て
も
ら
え
て
良

か
っ
た
」
等
、
毎
年
好
評
と
な
っ
て
い
る
教

室
で
す
。

し
か
し
、
毎
年
度
参
加
す
る
方
が
固
定
さ

れ
て
き
て
お
り
、
被
保
険
者
の
疾
病
予
防
に

繋
が
る
事
業
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

昨
年
度
、
担
当
者
間
で
事
業
目
的
、
対
象
者
、

実
施
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
予
防
の	

新
た
な
事
業　
　
　

大
河
原
町
で
は
、
糖
尿
病
と
高
血
圧
治
療

者
数
は
50
～
60
代
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

男
性
の
心
疾
患
、
男
性
お
よ
び
女
性
の
脳
血

管
疾
患
に
つ
い
て
も
、
全
国
よ
り
高
い
割
合

で
推
移
し
て
い
る
た
め
、
早
期
介
入
が
必
要

な
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
特
定
健
診
結
果
に

お
い
て
血
圧
ま
た
は
血
糖
値
が
保
健
指
導

値
・
経
過
観
察
値
に
あ
る
方
を
対
象
と
し
、

自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
を
新
た
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
と
し
て
は
、
健
診
結
果
の
見
方
説
明
、

イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
、運
動
教
室
、ベ
ジ
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
自
ら
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
も
ら

い
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。日

頃
か
ら　
　
　
　

	

運
動
が
で
き
る
環
境

ま
た
、
大
河
原
町
で
は
町
の
中
心
を
流
れ

る
白
石
川
の
河
川
敷
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
新
た
な
賑
わ

い
空
間
の
創
出
を
目
指
し
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
ド
ッ
ク
ラ
ン
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
芝
生
広
場
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
い
、
来
年
春
に
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。
身
体
を
動
か
せ
る
場
所
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
増
進

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
河
原
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
は
、
健
康
推
進
課
、
税
務

課
の
２
つ
の
課
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

健
康
推
進
課
は
、
平
成
30
年

度
の
機
構
改
革
に
よ
り
編
成
さ

れ
、
国
保
の
資
格
・
給
付
担
当

と
健
康
づ
く
り
全
般
の
担
当
が

同
じ
課
内
で
随
時
連
携
し
な
が

ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
国

民
年
金
、
予
防
接
種
や
各
種
が

ん
検
診
等
に
関
す
る
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

２
年
度
か
ら
は
「
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
」
の
取
組
を
開
始
し
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
等
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

税
務
課
で
は
、
国
保
税
を
含

む
町
税
等
の
賦
課
・
徴
収
業
務

を
一
体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

収
納
率
向
上
の
た
め
、
口
座
振

替
の
促
進
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
収
納
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
収
納
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

各
担
当
課
が
専
門
性
を
活
か

し
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

定
し
た
国
保
事
業
の
運
営
を
行

い
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

特定健診の様子

にこにこフィットネスの様子 

右岸河川敷整備計画

オータムフェスティバルおおがわら夏まつり（花火：ナイアガラ大瀑布）

大河原町観光PRキャラクター
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宮城県だより

保険者努力支援制度の最新動向

共通1 特定健診・保健指導・メタボ（190点） 共通2 がん検診・歯周疾患健診（70点） 共通3 重症化予防（120点）
共通4 個人インセンティブ（110点） 共通5 重複服薬（50点） 共通6 ジェネリック（130点）
固有1 収納率（100点） 固有2 データヘルス（40点） 固有3 医療費通知（25点）
固有4 地域包括ケア・一体的実施（30点） 固有5 第三者求償（40点） 固有6 適正かつ健全な取組（95点）

県内市町村別獲得点

令和３年度保険者努⼒⽀援制度（市町村分）
都道府県別平均獲得点【１０００点満点】

※厚生労働省資料から引用

7
月
号
に
お
い
て
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

都
道
府
県
分
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
10
月
号
に
お
い
て
は
市
町
村
分
に
つ
い
て
御

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
町
村
分
に
お
い
て
も
都
道
府
県
分
と
同
様
、

医
療
費
適
正
化
や
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防
な
ど

に
関
す
る
市
町
村
の
取
組
状
況
を
国
が
評
価
し
、

そ
の
結
果
に
応
じ
て
国
が
支
援
金
を
交
付
し
ま
す

（
都
道
府
県
分
・
市
町
村
分
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
全

国
で
５
０
０
億
円
の
計
１
０
０
０
億
円
）。

令
和
3
年
度
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
（
令

和
2
年
度
の
取
組
等
が
評
価
対
象
）
は
、
他
の
保

険
者
に
も
「
共
通
」
の
指
標
で
あ
る
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
」「
糖
尿
病
等
の
重
症
化

予
防
」「
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
」
な
ど
6
つ
の

指
標
と
、
国
民
健
康
保
険
「
固
有
」
の
指
標
で
あ

る
「
収
納
率
向
上
」「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
・
一
体

的
実
施
の
実
施
状
況
」「
第
三
者
求
償
の
取
組
の
実

施
状
況
」
な
ど
6
つ
の
指
標
の
合
計
12
の
指
標
（
配

点
合
計
１
０
０
０
点
）
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
3
月
に
公
表
し
た
令
和
3
年
度

保
険
者
努
力
支
援
制
度
（
令
和
2
年
度
の
取
組
等

が
評
価
対
象
）
の
評
価
結
果
（
速
報
値
）
に
よ
る

と
、
本
県
の
獲
得
点
は
、
市
町
村
分
で
全
国
13
位

（
前
年
度
9
位
）、
平
均
獲
得
点
数
割
合
に
つ
い
て

は
61
・
8
％
（
前
年
度
62
・
3
％
）、
市
町
村
分
の
被

保
険
者
1
人
当
た
り
の
交
付
額
は
２
２
６
３
円
（
前

年
度
２
０
７
０
円
。
１
９
３
円
の
上
昇
、
前
年
度

比
１
０
９
・
3
％
。）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
か
ら
若
干
順
位
を
落
と
し
ま
し
た
が
、
宮

城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
適
切
な
助

言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
、
市
町
村
ご
と
に

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
優
良
事
例
等
の
横

展
開
を
図
っ
た
こ
と
が
、
確
実
に
得
点
を
獲
得
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

評
価
指
標
及
び
配
点
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
見

直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
人
生
１
０
０
年

時
代
を
見
据
え
た
高
齢
者
の
予
防
・
健
康
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
「
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
」
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
3
年
度
保
険
者

努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
に
お
い
て
も
、
そ
の

取
組
に
対
し
て
配
点
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

に
お
い
て
は
、
令
和
6
年
度
ま
で
に
全
て
の
市
町

村
に
お
い
て
、
一
体
的
な
実
施
の
展
開
を
目
指
す

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
実
施
に
向
け
た
計
画

的
な
取
組
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
市
町
村
の
医
療

費
適
正
化
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
な
ど
に
向
け
た

継
続
的
な
取
組
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

国
の
評
価
を
参
考
に
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
更
な
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
評
価
向
上
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

県
で
は
、
今
後
も
こ
の
紙
面
を
活
用
し
、
評
価

向
上
の
た
め
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
県
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
と
評
価
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
保
険
者

と
被
保
険
者
の
皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

（
宮
城
県
国
保
医
療
課
）

保
険
者
努
力
支
援
制
度
へ
の

　
　
　
　
　
本
県
の
取
組
状
況
等
②

�
[

市
町
村
分]

令和３年度の保険者努力支援制度（市町村）市町村分（500億円程度）
保険者共通の指標 国保固有の指標

指標① 特定健診 ･特定保健指導の実施率、メタボリックシンドローム
該当者及び予備群の減少率
●特定健診受診率・特定保健指導実施率
●メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少率 190 点

指標① 収納率向上に関する取組の実施状況
●保険料（税）収納率
※過年度分を含む

100 点
指標② 特定健診 ･特定保健指導に加えて他の健診の実施や健診結果等

に基づく受診勧奨等の取組の実施状況
●がん検診受診率　　●⻭科健診受診率 70 点

指標② 医療費の分析等に関する取組の実施状況
●データヘルス計画の実施状況

40 点
指標③ 糖尿病等の重症化予防の取組の実施状況

●重症化予防の取組の実施状況 120 点
指標③ 給付の適正化に関する取組の実施状況

●医療費通知の取組の実施状況 25 点
指標④ 広く加⼊者に対して⾏う予防 ･健康づくりの取組の実施状況

●個⼈へのインセンティブの提供の実施
●個⼈への分かりやすい情報提供の実施 110 点

指標④ 地域包括ケア推進・⼀体的実施の実施状況
● �国保の視点からの地域包括ケア推進・⼀体
的実施の取組 30 点

指標⑤ 加⼊者の適正受診・適正服薬を促す取組の実施状況
●重複・多剤投与者に対する取組 50 点

指標⑤ 第三者求償の取組の実施状況
●第三者求償の取組状況 40 点

指標⑥ 後発医薬品の使⽤促進に関する取組の実施状況
●後発医薬品の促進の取組・使⽤割合

130 点

指標⑥ 適正かつ健全な事業運営の実施状況
●適切かつ健全な事業運営の実施状況
●法定外繰⼊の解消等 95 点

合計 1000 点

獲得点順位
市 町 村 R3年度 R2年度
仙 台 市 12 18
石 巻 市 14 12
塩 竈 市 27 20
気仙沼市 34 33
白 石 市 31 24
名 取 市 12 8
角 田 市 16 29
多賀城市 21 3
岩 沼 市 17 16
蔵 王 町 32 22
七ヶ宿町 8 14
大河原町 14 29
村 田 町 25 28
柴 田 町 21 9
川 崎 町 11 13
丸 森 町 3 2
亘 理 町 10 11
山 元 町 4 7
松 島 町 9 4
七ヶ浜町 6 5
利 府 町 26 21
大 和 町 18 15
大 郷 町 30 10
富 谷 市 2 19
大 衡 村 24 27
色 麻 町 23 17
涌 谷 町 29 32
女 川 町 1 1
加 美 町 28 24
栗 原 市 5 31
登 米 市 18 24
東松島市 20 23
美 里 町 35 35
南三陸町 33 5
大 崎 市 7 34

※厚生労働省資料から引用

みやぎの国保5 4
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版
社

profile

上智大学　総合人間科学部　教授
一般社団法人未来研究所臥龍　代表理事

香
か

取
とり

　照
てる

幸
ゆき

医
療
保
険
の
政
策
論
の
中
に
「
保
険
者

機
能
の
強
化
」
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
医

療
費
適
正
化
の
取
組
み
の
文
脈
で
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、「
保
険
者
機
能
」

と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
論
者
の
間
に
き
ち
ん
と
し
た
共
通
認

識
が
な
い
ま
ま
に
議
論
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
昔
か
ら
そ
う
感
じ
て
い
た
。

保
険
者
の
仕
事
は
、「
適
用
・
賦
課
・
徴

収
・
支
払
」だ
と
も
の
の
本
に
書
い
て
あ
る
。�

「
保
険
の
財
政
単
位
で
財
政
運
営
の
責
任
主

体
」
だ
と
も
書
い
て
あ
る
。
で
は
、
そ
も

そ
も
、
現
行
制
度
の
も
と
で
保
険
者
は
ど

こ
ま
で
自
分
の
判
断
で
も
の
ご
と
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

ま
ず
適
用
、
つ
ま
り
被
保
険
者
の
範
囲

だ
が
、
こ
れ
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

健
保
組
合
の
設
立
は
任
意
だ
が
適
用
事
業

所
の
中
で
被
保
険
者
の
選
別
は
で
き
な
い
。

例
外
は
国
保
組
合
だ
け
で
あ
る
。

賦
課
・
徴
収
、
つ
ま
り
歳
入
面
は
ど
う

か
。
歳
入
は
保
険
料
と
公
費
負
担
。
保
険

料
率
は
組
合
（
健
保
組
合
・
共
済
組
合
等
）

な
ら
自
分
で
決
め
ら
れ
る
が
、
市
町
村
国

保
で
は
条
例
事
項
だ
か
ら
議
会
の
承
認
が

な
い
と
決
め
ら
れ
な
い
。
公
費
負
担
は
給

付
費
の
一
定
割
合
と
法
律
で
決
ま
っ
て
い

る
の
で
保
険
者
の
自
由
に
は
な
ら
な
い
。

支
払
、
歳
出
の
方
は
ど
う
か
。
歳
出
の

大
宗
は
言
う
ま
で
も
な
く
医
療
費
。
歳
出

（
給
付
）
の
対
象
と
な
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

範
囲
と
価
格
（
診
療
報
酬
点
数
）
は
法
令

で
一
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
被
保
険
者

の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
量
と
単
価
が
外
生
的
に
決
ま

る
か
ら
、
保
険
者
に
は
裁
量
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
余
地
は
殆
ど
な
い
。

保
険
医
療
機
関
の
指
定
（
選
択
）
は
厚

生
労
働
大
臣
の
権
限
で
、
地
方
厚
生
局
で

一
律
に
行
わ
れ
る
。
保
険
者
が
医
療
機
関

を
選
択
・
選
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

か
つ
て
は
国
保
と
被
用
者
保
険
で
指
定
の

仕
組
み
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
さ
え

も
行
革
で
一
本
化
さ
れ
た
。

診
療
報
酬
点
数
表
は
全
国
一
律
、
価
格

も
一
点
単
価
10
円
と
決
ま
っ
て
い
て
、
か

つ
て
の
国
保
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
保
険
者

が
特
定
の
医
療
機
関
と
「
割
引
契
約
」
を

結
ぶ
、
と
い
っ
た
裁
量
の
余
地
も
な
い
。

医
療
機
関
の
選
択
も
で
き
な
い
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・
価
格
に
関
す
る
自

由
度
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、�

Ｈ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う
に
特
定
の
医
療
機
関
と
契

約
を
結
ん
で
包
括
払
い
で
被
保
険
者
の
医

療
保
障
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
も
で
き
な

い
し
、
自
前
で
医
療
機
関
を
持
っ
て
み
て

も
殆
ど
意
味
が
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
財
政
運
営
面
で
保

険
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
、
と

い
う
の
は
殆
ど
な
い
。

で
き
そ
う
な
こ
と
と
い
え
ば
「
保
健
事

業
・
健
康
増
進
事
業
」
や
「
組
合
員
教
育
」

を
通
じ
た
受
診
行
動
の
適
正
化
・
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
保
険
給
付
外
」

の
活
動
く
ら
い
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。

と
は
言
え
、
健
康
増
進
事
業
や
健
康
教
育

は
文
字
通
り
被
保
険
者
の
健
康
の
維
持
増

進
の
た
め
の
活
動
で
、
本
来
財
政
対
策
―
医�

療
費
適
正
化
の
た
め
に
や
る
も
の
で
は
な

い
。
ジ
ム
や
保
養
施
設
の
運
営
な
ど
は
完

全
な
「
余
技
」
だ
。

も
う
一
つ
、
レ
セ
プ
ト
点
検
、
と
い
う

の
が
あ
る
が
、
日
本
の
医
療
保
険
制
度
の

下
で
は
、
同
じ
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
保
険
者

に
よ
っ
て
対
象
内
だ
っ
た
り
対
象
外
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。審
査
機
関
が
ち
ゃ

ん
と
機
能
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
お
し
ま
い

で
あ
る
。
実
際
、
レ
セ
プ
ト
点
検
で
や
っ

て
い
る
の
は
被
保
険
者
資
格
の
確
認
や
ら

重
複
請
求
チ
ェ
ッ
ク
が
中
心
で
、
こ
れ
は

被
保
険
者
管
理
の
問
題
な
の
で
「
機
能
」

と
い
う
よ
り
は
「
本
来
業
務
」
と
い
う
べ

き
も
の
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
当
た
り
前
の

仕
事
だ
。

と
い
う
わ
け
で
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
、
現
行
制
度
の
も
と
で
保
険
者
が
で
き

る
こ
と
と
い
う
の
は
実
は
そ
ん
な
に
多
く

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

故
に
、
保
険
者
機
能
の
強
化
を
議
論
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
保
険
者
に
ど

の
よ
う
な
権
限
と
責
任
を
持
た
せ
る
の
か
、

と
い
う
「
制
度
論
」
か
ら
始
め
る
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
私
の
結
論
で
あ
る
。

権
限
に
は
責
任
も
伴
う
か
ら
、
や
る
と

な
れ
ば
保
険
者
に
も
そ
れ
な
り
の
覚
悟
が

い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
改
革
と
は
常

に
そ
う
い
う
も
の
だ
。

読
者
諸
兄
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
か
。

「
保
険
者
機
能
」
の
お
話

国
保
と
私
と
の
関
わ
り
は
厚
労
省
と
の

関
わ
り
よ
り
も
ず
っ
と
長
い
。
私
は
東
京

で
生
ま
れ
育
ち
、
国
保
は
私
が
生
ま
れ
て

数
年
後
に
で
き
た
。
生
家
は
自
営
業
だ
っ

た
の
で
小
さ
い
時
か
ら
ず
っ
と
国
保
の
被

保
険
者
、
親
族
も
自
営
業
が
多
か
っ
た
の

で
私
の
知
る
医
療
保
険
は
国
保
だ
け
、
保

険
証
と
い
え
ば
国
保
の
そ
れ
だ
け
で
あ
っ

た
。
何
せ
「
国
民

3

3

健
康
保
険
」
と
い
う
位

だ
か
ら
世
の
中
に
は
国
保
し
か
な
い
と
漠

然
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
な
の
で
、
小
学

校
の
同
級
生
が
色
の
違
う
保
険
証
（
ら
し

き
も
の
）
を
出
し
、
担
任
の
教
師
が
「
あ
、

君
の
家
は
会
社
員
、
社
会
保
険
だ
ね
」
と

い
っ
た
の
を
聞
い
て
ひ
ど
く
驚
い
た
の
を

覚
え
て
い
る
。「
社
会
保
険
」
と
い
う
名
前

を
聞
く
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
と
、
馬
鹿

げ
た
話
だ
が「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
っ
て「
国
民
」

じ
ゃ
な
い
の
か
？
」
と
子
供
心
に
不
思
議

に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
も
当
時
か
ら
私

は
変
に
理
屈
っ
ぽ
い
性
癖
だ
っ
た
ら
し
い
。

縁
と
は
面
白
い
も
の
で
、
大
学
を
卒
業

し
て
旧
厚
生
省
に
奉
職
し
最
初
に
配
属
さ

れ
た
の
が
国
保
課
だ
っ
た
。
な
の
で
、
官

僚
と
し
て
の
私
の
出
発
点
も
ま
た
国
保
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
国
保
課
に

は
そ
の
10
年
後
、
埼
玉
県
庁
か
ら
戻
っ
て

補
佐
と
し
て
２
度
目
の
務
め
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
私
の
役
人
人
生
で
２
度
奉
職
し

た
課
は
国
保
課
だ
け
で
あ
る
。

昭
和
55
年
５
月
に
研
修
を
終
え
て
国
保

課
に
配
属
さ
れ
た
初
日
、
前
任
者
だ
っ
た

２
年
先
輩
の
山
崎
さ
ん
（
現
駐
リ
ト
ア
ニ

ア
共
和
国
日
本
大
使
）
か
ら
一
冊
の
本
を

手
渡
さ
れ
た
。
分
厚
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
本

だ
っ
た
。
題
名
は
「
国
民
健
康
保
険
基
礎

講
座
」。

「
連
休
中
に
読
ん
で
お
く
よ
う
に
。
連
休

明
け
か
ら
す
ぐ
に
仕
事
だ
か
ら
な
。」
素
直

な
一
年
生（
笑
）の
私
は
そ
の
年
の
連
休
中
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
こ
の
分
厚
い
講
座
本

と
格
闘
し
た
。

「
国
民
健
康
保
険
基
礎
講
座
」
は
版
を
重

ね
て
現
在
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
（
と
思

う
）
が
、
当
時
の
基
礎
講
座
は
現
在
の
も

の
と
は
内
容
が
全
く
違
っ
て
い
て
、
全
体

の
半
分
近
く
が
「
日
本
の
医
療
保
険
制
度

の
制
定
・
発
展
の
歴
史
」
を
国
保
を
通
じ

て
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
制

度
解
説
本
と
は
趣
を
全
く
異
に
す
る
も
の

だ
っ
た
。

昭
和
恐
慌
に
始
ま
り
、
農
村
の
疲
弊
、

経
済
の
混
乱
、
日
中
戦
争
、
軍
国
主
義
と

い
う
時
代
背
景
が
描
か
れ
、そ
の
中
で
「
国

民
健
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
時
の
内
務
省

「
革
新
」
官
僚
た
ち
が
構
想
し
た
の
が
昭
和

13
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
国
保
法
。
そ
し
て

終
戦
後
の
混
乱
と
旧
国
保
制
度
の
崩
壊
・

破
綻
。
そ
の
後
、
講
和
条
約
、
朝
鮮
戦
争
、

戦
後
復
興
と
時
代
が
進
む
中
で
、
国
民
皆

保
険
を
求
め
る
国
民
世
論
、
新
生
厚
生
省

と
全
国
自
治
体
の
努
力
で
国
保
制
度
が
再

建
さ
れ
、
昭
和
33
年
に
現
在
の
国
保
法
が

成
立
し
て
国
民
皆
保
険
が
達
成
さ
れ
る
。

制
定
当
初
の
国
保
は
、
５
割
給
付
、
入

院
承
認
制
、
投
薬
も
剤
数
制
限
（
３
剤
、

と
記
憶
す
る
）
が
あ
り
、
今
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い「
制
限
医
療
」の
給
付
だ
っ
た
。

そ
の
給
付
内
容
を
粘
り
強
い
努
力
で
１
つ

１
つ
改
善
し
て
い
っ
た
経
緯
（
給
付
率
引

き
上
げ
、
制
限
診
療
撤
廃
、
国
庫
負
担
引

き
上
げ
等
々
）
が
時
代
背
景
と
合
わ
せ
て
、

ま
る
で
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
具
体
的
に
記
述

さ
れ
て
い
た
。

制
度
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
あ
る
。
先
人
た
ち
は
何
を
思
い
、
何

を
実
現
す
る
た
め
に
こ
の
制
度
を
作
っ
た

の
か
。
制
度
を
支
え
る
理
念
は
何
な
の
か
。

制
度
が
い
か
に
生
ま
れ
、
い
か
に
時
代
に

合
わ
せ
て
発
展
・
変
遷
し
て
き
た
の
か
。

温
故
知
新
と
は
誠
に
正
し
い
箴
言
で
、
過

去
を
知
る
こ
と
で
私
た
ち
は
将
来
へ
の
道

標
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
て
国
保
に
は
保
健
婦
（
現
在
の
保

健
師
）
が
い
て
保
健
活
動
は
国
保
事
業
の

大
き
な
柱
だ
っ
た
。
全
国
市
町
村
に
は
国

保
直
営
病
院
・
診
療
所
が
あ
り
（
も
ち
ろ

ん
今
で
も
あ
る
）、
住
民
―
被
保
険
者
の
健

康
を
守
っ
て
き
た
。
大
袈
裟
で
な
く
、
私

は
「
基
礎
講
座
」
か
ら
実
に
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
。
社
会
保
険
に
は
な
い
国
保
の

歴
史
。
国
保
は
単
な
る
医
療
保
険
で
は
な

い
。
保
険
を
超
え
る
保
険
な
の
だ
。

役
人
生
活
の
出
発
点
が
国
保
だ
っ
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
幸
運
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
国
保
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
で
、
国
民
の
健
康
と
生
活
を
守
る
と
い

う
厚
生
省
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
び
、
役
人

と
し
て
の
覚
悟
と
心
構
え
が
私
の
中
に

し
っ
か
り
と
位
置
付
い
た
。
国
保
は
私
の

原
点
で
あ
る
。

私
　
の
　
原
　
点

みやぎの国保7 6



Health Inf�mati�
ヘルスインフォメーション
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東北医科薬科大学　若林病院　病院長（呼吸器内科）

阿部　達也

２
０
２
０
年
３
月
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
の
直
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）
の
罹

患
率
や
死
亡
率
は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
報
告
に
よ
れ
ば

２
０
２
０
年
４
月
初
旬
に
お
け
る
人
口

百
万
人
あ
た
り
の
累
積
死
亡
数
は
国
に

よ
っ
て
０
・
１
か
ら
１
０
０
０
ま
で
４
ケ

タ
の
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。
罹
患
率
や
死

亡
率
の
高
か
っ
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北

ア
メ
リ
カ
の
国
々
で
、
低
か
っ
た
の
は

東
南
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
諸
国
で

す
。
わ
が
国
は
後
者
と
同
様
の
傾
向
を
示

し
、
そ
の
原
因
を
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥

教
授
は
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
と
命
名
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
に
つ
い
て
は
多
方
面
か
ら

の
推
測
や
検
証
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

２
０
２
１
年
８
月
の
時
点
で
そ
の
存
在
を

含
め
て
ま
だ
結
論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
言

う
ま
で
も
な
くCO

V
ID
-19

は
感
染
症
で

あ
り
、
流
行
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
で
は

各
国
の
医
療
水
準
が
流
行
の
仕
方
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
２
０
２
０
年
４

月
の
時
点
で
は
、
各
国
間
に
お
け
る
罹
患

率
や
死
亡
率
の
大
き
な
格
差
を
医
療
水
準

だ
け
で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
、
あ
る
い
は

わ
が
国
に
限
ら
ず
にCO

V
ID
-19

の
罹

患
率
や
死
亡
率
に
影
響
す
る
因
子
と
し
て

は
、
人
々
の
行
動
様
式
か
ら
遺
伝
的
背
景

ま
で
様
々
な
仮
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
下
の
よ
う
な
事
項
が
提
唱
さ
れ
て
い�

ま
す
。

●�

保
健
所
と
保
健
師
の
努
力
、
健
康
へ
の

関
心
の
高
さ

●�

自
粛
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
社
会
的
圧
力

●
生
活
習
慣
（
お
辞
儀
、
土
足
禁
止
）

●�

日
本
語
の
発
音
（
飛
沫
を
飛
ば
し
に
く
い
）

●
年
齢
（
デ
ル
タ
株
は
例
外
？
）

●
血
液
型

●�

ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
（
抗
凝
固
薬
）
へ
の
感

受
性
（
重
症
化
し
に
く
い
）

●�

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
か
ら
受
け
継
い
だ

遺
伝
子
（
重
症
化
す
る
）

●�

た
ん
ぱ
く
分
解
酵
素
阻
害
物
質
α
１

−

ア

ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
の
遺
伝
的
欠
損
（
死
亡

率
増
加
）

●�

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
ま
た
は
結
核
の
過
去
の
流
行

（CO
V
ID
-19

に
防
御
的
）

●�

か
ぜ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
４
種
（H

Covs

）

の
感
染
の
既
往
（CO

V
ID
-19

の
予
後
を

改
善
）

最
後
の
２
項
目
は
結
核
や
か
ぜ
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
へ
の
免
疫
がSA

RS-Cov-2

（CO
V
ID
-19

の
原
因
ウ
ィ
ル
ス
）
の
感

染
を
防
御
し
、CO

V
ID
-19

の
重
症
化
を

軽
減
す
る
と
い
う
仮
説
で
す
。
国
ご
と
の

「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
状
況
ま
た
は
結
核
の
過
去
の

流
行
状
況
」
と
「CO

V
ID
-19

の
罹
患
率
、

死
亡
率
」
と
の
間
に
逆
相
関

3

3

3

の
関
係
が
あ

る
こ
と
が
根
拠
で
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
結
核
の

予
防
を
目
的
に
ヒ
ト
に
接
種
さ
れ
る
ウ
シ

結
核
菌
の
生
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
国
や
地

域
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
接
種
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
途
中
で
接
種

が
中
止
さ
れ
た
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

か
ぜ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
スH

Covs

感
染
の

既
往
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
方
が
感
染
の
既

往
の
な
い
グ
ル
ー
プ
よ
り
もCO

V
ID
-19

の
予
後
（
死
亡
率
も
含
む
）
が
良
か
っ
た

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
ま

た
は
結
核
感
染
、
あ
る
い
はH

Covs

感

染
に
よ
っ
て
個
体
の
自
然
免
疫
が
強
化
さ

れ
、SA

RS-Cov-2

に
対
す
る
防
御
能
も

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
「
訓
練
免
疫
」
と
よ

ば
れ
る
現
象
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
結
核
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
とCO

V
ID
-19

の
逆

相
関
関
係
の
報
告
は
因
果
関
係
を
示
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
因
果
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
疫
学
的
研
究

や
実
験
生
物
学
的
研
究
が
待
た
れ
ま
す
。

フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
の
解
明
は
そ
の
存
否
も

含
め
てCO

V
ID
-19

に
関
す
る
最
も
重
要

な
研
究
課
題
の
一
つ
で
す
。
も
し
フ
ァ
ク

タ
ー
Ｘ
の
存
在
を
確
認
で
き
て
そ
の
実
態

を
解
明
で
き
れ
ば
、CO

V
ID
-19

の
予
防

や
治
療
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

オーラルフレイル
対策のための

このコーナーでは、５つの効果別体操を 4 回にわたり掲載します。
今回は③噛むパワーをつける体操と④滑舌をよくする体操をお送りします。

　出典：公益社団法人　日本⻭科医師会HP

咀
そ

嚼
しゃく

訓練

❶ 喉ぼとけを上げる

ガムを噛むことにより噛むために必要な筋肉を鍛えることができます。

１日２回（朝と夜）、２分間はリズムを決めて、３分間は自由に、計５分
間ガムを噛む。

① 唇を閉じて、しっかりと噛む。
② ガムは１か所で噛まず、左右両側で均等に噛む。
③ 姿勢を正して噛む。

レベル１
なまむぎ　なまごめ　なまたまご

（生麦　生米　生卵）

レベル２ 隣の客はよく柿食う客だ

レベル３
あおまきがみ　あかまきがみ　きまきがみ

（青巻紙　赤巻紙　黄巻紙）

レベル４
隣の竹垣に竹立てかけたのは
竹立てかけたかったので　竹立てかけた

1 2 3 4 5
お口・舌の動きを
スムーズにする

飲み込むパワーを
つける

噛むパワーを
つける

滑舌を
よくする

舌のパワーを
つける

早口言葉

★姿勢は正しく！
★左右両側で均等に噛みましょう

口を大きく動かしながら
３回続けて言ってみましょう！

食事のポイント

・ひと口で 30 回以上噛む
・口いっぱいに物を詰め込まない
・ひと口ごとに箸を置く
・ 食材はやや大きめに切る、やや硬めにゆでる
・歯ごたえのある食材を使う
・ながら食べをしない
（テレビやスマホを見ながら食べない）

❸噛むパワー（咀
そ

嚼
しゃく

機能）をつける体操
効 果 		「食べこぼし」や、食べ物が鼻に流れ込むのを防ぎます。

また、唾液が良く出るようになると、美味しく安全に
食べられます。

❹滑舌（口唇・舌の巧
こう

緻
ち

性）を
　よくする体操
効 果 		口の動きをよくすることで、明瞭な発音に

つながり、表情が豊かになります。

結核感染の既往やBCG接種歴を示すツベルクリン反応

（現在はインターフェロンガンマ遊離試験［IGRA］で結核感染の既往を判断します）
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国 保 連 コ ー ナ ー

令和３年度第１回通常総会開催

令和 2 年度事業報告および令和 2 年度事業報告および
各種会計歳入歳出決算など　原案どおり可決各種会計歳入歳出決算など　原案どおり可決
７月 19 日（月）、本会会議室において「令和３年度第１回通常総会」を開催し、
審議事項全 19 件について原案通り可決した。

開会の挨拶をする開会の挨拶をする
菊地理事長菊地理事長

開
会
に
先
立
ち
本
会
菊
地
理
事
長
（
岩

沼
市
長
）
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、
各
自
治
体
お
よ

び
医
療
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、

多
く
の
県
民
の
方
が
接
種
で
き
る
体
制
が

構
築
さ
れ
て
き
た
。
本
会
に
お
い
て
も
、

本
年
４
月
か
ら
接
種
に
係
る
一
部
請
求
支

払
事
務
を
宮
城
県
か
ら
受
託
し
、
接
種
実

施
機
関
へ
の
支
払
い
を
６
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
総
会

内
容
を
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

「
主
な
審
議
案
件
は
、
令
和
２
年
度
事
業

報
告
お
よ
び
各
種
会
計
決
算
な
ら
び
に
各

種
会
計
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
対
策
を
最

優
先
と
す
る
な
ど
の
制
約
条
件
の
下
、
説

明
会
等
を
Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
と
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
、
各
業
務
に
お
い
て
国
保
保
険

者
の
負
託
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
国

の
感
染
症
対
策
事
業
と
し
て
、
診
療
報
酬

の
概
算
前
払
い
お
よ
び
緊
急
包
括
支
援�

交
付
金
事
業
に
即
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

併
せ
て
、
令
和
６
年
度
の
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
の
次
期
更
改
経
費
に
関
す
る
国
へ

の
要
請
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
、
審
議
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
獲
得
の
実
現
に

向
け
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。」
と
挨
拶

を
述
べ
た
。

祝辞を述べる祝辞を述べる
細谷歯科医師会会長細谷歯科医師会会長

必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
ワ
ク
チ
ン
を	

歯
科
医
師
も
全
面
協
力

続
い
て
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
宮
城
県
歯

科
医
師
会
細
谷
会
長
か
ら
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
て
お
ら
ず
、

第
５
波
と
呼
ば
れ
る
感
染
拡
大
が
進
行
し

て
い
る
。
感
染
力
の
強
い
変
異
種
の
デ
ル

タ
株
の
影
響
と
言
わ
れ
る
が
、
感
染
が
収

束
に
向
か
う
た
め
に
は
、
国
民
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
必
要
な
場
所
に
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
・
配
置
、
打
ち
手
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
歯
科
医
師
も
一

定
の
条
件
で
ワ
ク
チ
ン
の
打
ち
手
と
認
め

ら
れ
、
全
国
で
５
・
６
月
に
３
８
１
３
人
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
従
事
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
市
町
村
か
ら
要
請

を
受
け
、
歯
科
医
師
に
よ
る
接
種
が
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
宮
城
県
歯
科
医
師

会
に
お
い
て
も
、
要
請
が
あ
れ
ば
で
き
る

限
り
対
応
し
た
い
考
え
で
い
る
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
打
ち
手
が
必
要
な
状
況
で
あ
れ

ば
遠
慮
な
く
申
出
て
い
た
だ
き
き
た
い
。

最
後
に
、
通
常
総
会
が
実
り
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
祈
念
す
る
。」
と
祝
辞
を
賜
っ
た
。

総会議長の総会議長の
田中大郷町長田中大郷町長

総
会
議
長
に
大
郷
町
長
が
就
任

そ
の
後
、
総
会
議
長
に
田
中
大
郷
町
長

が
就
任
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。
初
め
に
、

本
会
山
﨑
常
務
理
事
か
ら
総
括
的
な
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
事
項

と
し
て
「
各
種
会
計
補
正
予
算
」
等
専
決

処
分
を
含
む
11
件
を
報
告
し
た
。
特
に「
国

提出議案
報　告　事　項
報告第１号　役員の就任について　
専決処分報告（報告第２号～第 10号）
報告第２号　�令和２年度診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳

出補正予算（第４号）
報告第３号　令和２年度一般会計歳入歳出補正予算（第４号）
報告第４号　�令和２年度診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳

出補正予算（第５号）
報告第５号　�令和２年度介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳

入歳出補正予算（第２号）
報告第６号　�令和２年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（業務勘

定）歳入歳出補正予算（第２号）
報告第７号　�令和２年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘

定）歳入歳出補正予算（第３号）
報告第８号　�令和２年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計（業

務勘定）歳入歳出補正予算（第３号）
報告第９号　�令和３年度診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳

出補正予算（第１号）
報告第10号　�令和３年度診療報酬審査支払特別会計（抗体検査等費用に

関する支払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
報告第11号　�国保総合システムの次期更改等に係る国庫補助獲得のため

の要請活動について
審　議　事　項
議案第１号　令和２年度事業報告について
議案第２号　令和２年度各種会計歳入歳出決算について
１　一般会計
２　診療報酬審査支払特別会計
　（業務勘定）
　（診療報酬支払勘定）
　（公費負担医療費支払勘定）
　（出産育児一時金等に関する支払勘定）
　（抗体検査等費用に関する支払勘定）
３　職員退職手当特別会計
４　介護保険事業関係業務特別会計
　（業務勘定）
　（介護給付費等支払勘定）
　（公費負担医療等に関する報酬等支払勘定）
５　障害者総合支援法関係業務等特別会計
　（業務勘定）
　（障害介護給付費支払勘定）
　（障害児給付費支払勘定）
６　後期高齢者医療事業関係業務特別会計
　（業務勘定）
　（後期高齢者医療診療報酬支払勘定）
　（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）
７　特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計
　（業務勘定）
　（特定健診・特定保健指導等費用支払勘定）
８　財産目録
９　監査報告（別冊）
議案第３号　財産の処分について
議案第４号　令和３年度一般会計歳入補正予算（第１号）
議案第５号　�令和３年度診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳

出補正予算（第２号）
議案第６号　�令和３年度介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳

入歳出補正予算（第１号）
議案第７号　�令和３年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（業務勘

定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第８号　�令和３年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘

定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第９号　�令和３年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計（業

務勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第10号　�令和３年度診療報酬審査支払特別会計（診療報酬支払勘定）

歳入歳出補正予算（第１号）
議案第11号　�令和３年度診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療費支

払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第12号　�令和３年度介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費等

支払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第13号　�令和３年度介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療

等に関する報酬等支払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第14号　�令和３年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介

護給付費支払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第15号　�令和３年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害児

給付費支払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第16号　�令和３年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高

齢者医療診療報酬支払勘定）歳入歳出補正予算（第１号）
議案第17号　�令和３年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負

担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出補正予算（第
１号）

議案第18号　�令和３年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計（特
定健診・特定保健指導等費用支払勘定）歳入歳出補正予算（第
１号）

議案第19号　債務負担行為の設定

保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
等
に
係
る

国
庫
補
助
獲
得
の
た
め
の
要
請
活
動
に
つ

い
て
」
は
、
国
保
中
央
会
お
よ
び
本
会
の

取
組
、
各
団
体
要
望
事
項
の
記
載
内
容
や

宮
城
県
選
出
国
会
議
員
に
対
す
る
要
請
を

実
施
し
た
こ
と
、
令
和
３
年
度
国
保
制
度

改
善
強
化
全
国
大
会
ま
で
の
取
組
予
定
な

ど
の
説
明
を
行
っ
た
。
審
議
事
項
に
移
り
、

令
和
２
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告

を
中
心
に
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
19
号

ま
で
の
全
19
項
目
の
説
明
を
行
い
、
全
議

案
と
も
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

最
後
に
、
山
﨑
常
務
理
事
か
ら
国
保
連

合
会
を
め
ぐ
る
状
況
等
を
報
告
し
、
閉
会

し
た
。

※公告の詳細は本会ウェブサイトに掲載しております。

令
和
三
年
七
月
十
二
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
左
記
事
項
に

つ
い
て
公
告
す
る
。

公
告
第
一
号

規
則
の
一
部
改
正

・
診
療
報
酬
審
査
支
払
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

令
和
三
年
七
月
十
二
日

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長
　
菊
　
地
　
啓
　
夫

令
和
三
年
七
月
十
九
日
開
催
の
通
常
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
左
記
事
項
に

つ
い
て
公
告
す
る
。

公
告
第
二
号

・
令
和
二
年
度
各
種
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

・
令
和
三
年
度
各
種
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

公
告
第
三
号

・
令
和
二
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

公
告
第
四
号

・
令
和
二
年
度
各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

・
財
産
目
録

・
財
産
の
処
分

公
告
第
五
号

・
債
務
負
担
行
為
の
設
定
に
つ
い
て

　
令
和
三
年
九
月
一
日

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長　

菊
　
地
　
啓
　
夫
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国 保 連 コ ー ナ ー

円滑に進む Web 会議の様子

宮城県保健福祉部
参事兼国保医療課長

柴田　章生　氏

令和３年度市町村国保運営協議会委員及び国保主管課長等合同研修会

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
連

絡
会
と
本
会
主
催
の
「
令
和
３
年
度
市
町

村
国
保
運
営
協
議
会
委
員
及
び
国
保
主
管

課
長
等
合
同
研
修
会
」
が
令
和
３
年
９
月

13
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で
の
期
間
限
定
で

YouTube

配
信
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。限定公開による動画配信

講
演
１
「
国
保
運
営
協
議
会
へ
の	

市
民
参
加
が
国
保
制
度
を
支
え
る
」

講
演
１
で
は
、
東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
特
任
教
授
の
古
井
祐
司
先
生
か
ら

「
国
保
運
営
協
議
会
へ
の
市
民
参
加
が
国

保
制
度
を
支
え
る
」
と
題
し
、
市
民
参
加

が
国
保
運
営
に
寄
与
す
る
構
造
と
そ
の
た

め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
い
た
。

１
つ
目
の
「
国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
変
化
」
に
つ
い
て
は
、「
健

康
・
医
療
と
経
済
・
環
境
・
教
育
な
ど
の

社
会
課
題
は
相
互
に
関
連
し
、
複
雑
化
し

て
い
る
た
め
、
施
策
分
野
を
横
断
し
た
課

題
解
決
、
地
域
資
源
の
共
創
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
予
防
・
健
康

管
理
の
仕
組
み
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

き
健
康
課
題
を
可
視
化
し
、
解
決
す
る

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
の
導
入
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
。

２
つ
目
の
「
市
民
参
加
が
国
保
運
営
に

資
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
国
保
運
営

協
議
会
の
市
民
参
加
の
実
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
当
初
は
質
問
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
協

議
会
で
あ
っ
た
が
、
国
保
の
運
営
状
況
が

厳
し
さ
を
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
代

表
者
か
ら
制
度
に
関
す
る
素
朴
な
質
問
が

挙
が
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
市

だ
け
で
な
く
、
学
識
経
験
者
等
の
委
員
か

ら
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
知
識
や
関
心
を
高
め
、
質
の
高
い
議
論

に
繋
が
り
、
地
域
の
課
題
に
真
剣
に
向
き

合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
国
保
制

度
の
構
造
改
革
に
向
き
合
う
土
壌
が
育
ま

れ
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
国
保
運
営
協
議

会
の
役
割
は
重
要
だ
。」
と
強
調
さ
れ
た
。

３
つ
目
の
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
活

用
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

は
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
市

民
の
健
康
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
用
で
き
る
と

説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
の
骨
太
方
針

２
０
２
０
に
よ
り
保
険
者
の
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
の
標
準
化
を
推
進
し
て
お
り
、
標

準
化
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
課

題
の
解
決
方
法
が
パ
タ
ー
ン
化
し
、
好
事

例
の
横
展
開
が
可
能
に
な
り
、「
市
町
村

職
員
の
負
担
軽
減
、
外
部
支
援
が
し
や
す

く
な
り
、地
域
の
健
康
課
題
を
解
決
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
た
。
健
保
組
合
で
は
一
足
先

に
標
準
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
国

保
に
お
い
て
も
厚
生
労
働
省
と
連
携
し

な
が
ら
２
０
２
０
年
か
ら
６
都
県
（
山
形

県
、
新
潟
県
、
東
京
都
、
静
岡
県
、
広
島

県
、大
分
県
）で
標
準
化
を
進
め
て
い
る
。」

と
説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
福
島
県
の
須
賀
川
瓦
斯
株
式
会

社
の
日
常
生
活
の
改
善
に
よ
る
内
臓
脂
肪

の
低
減
と
、
静
岡
県
の
小
学
校
へ
の
出
前

授
業
に
よ
る
家
族
を
巻
き
込
ん
だ
生
活
習

慣
病
予
防
の
取
り
組
み
に
係
る
好
事
例
が

紹
介
さ
れ
た
。

講
演
２
「
第
２
期
宮
城
県
国
民
健
康

保
険
運
営
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
」

講
演
２
で
は
、
宮
城
県
保
健
福
祉
部
の

柴
田
章
生
参
事
兼
国
保
医
療
課
長
か
ら

「
第
２
期
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
の
概
要
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
２
期

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
の
国

保
財
政
の
改
善
の
基
本
的
な
考
え
方
、
将

来
的
な
保
険
料
（
税
）
水
準
の
統
一
お
よ

び
医
療
費
適
正
化
等
に
向
け
た
主
な
取
り

組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
６
月
に
公
布

さ
れ
た
「
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
改
正
さ

れ
た
国
民
健
康
保
険
法
関
係
の
改
正
概
要

と
今
後
の
課
題
を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
「
運
営
方
針
に
記
載
さ
れ
た
取

り
組
み
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
毎
年
評
価

を
行
っ
て
見
直
し
を
行
い
、
市
町
村
が
実

施
し
て
い
る
優
良
事
例
の
横
展
開
を
図
る

な
ど
、
安
定
的
な
制
度
運
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。」
と
結
ば
れ
た
。

令和３年度の国保・後期高齢者ヘルスサポート事業開始

令
和
３
年
度
宮
城
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
保
健
事
業
支
援
・

評
価
委
員
会

去
る
６
月
17
日
に
第
１
回
、
７
月
29
日

に
第
２
回
の
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の
保
健
事

業
支
援
・
評
価
委
員
会
に
よ
る
保
険
者
支

援
事
業
が
始
ま
っ
た
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
関
係
か
ら
支
援
・
評
価
委
員

会
委
員
（
以
下
、「
委
員
」
と
い
う
。）
は

い
ず
れ
も
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を

使
っ
た
形
式
で
参
加
し
た
。

第
１
回
支
援
・
評
価
委
員
会

第
１
回
（
６
月
17
日
開
催
）
は
、
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
を
受
け
て
、
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
（
以
下
、「
広
域
連
合
」
と

い
う
。）
が
構
成
市
町
村
に
委
託
し
て
行

う
保
健
事
業
に
つ
い
て
、
９
市
町
に
対
し

て
助
言
等
を
行
っ
た
。
実
施
方
法
は
、
市

町
が
行
う
個
別
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
、

支
援
を
受
け
た
い
事
業
を
事
前
に
広
域
連

合
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、「
低

栄
養
予
防
事
業
」
１
町
、「
健
康
状
態
不

明
者
把
握
事
業
」
６
市
町
、「
生
活
習
慣

病
重
症
化
予
防
事
業
（
糖
尿
病
性
腎
症
重

症
化
予
防
事
業
）」
５
市
町
の
希
望
が
あ

り
、
そ
の
事
業
ご
と
に
支
援
・
評
価
委
員

会
か
ら
助
言
等
を
受
け
た
。

初
め
に
、
市
町
か
ら
事
業
実
施
内
容
の

説
明
を
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
ご
と
に

委
員
と
市
町
担
当
者
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、「
高

齢
者
の
低
栄
養
の
要
因
を
理
解
し
た
上
で

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
。

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と

に
は
な
る
が
、
そ
の
行
政
が
対
応
す
べ
き

最
重
要
課
題
は
社
会
的
要
因
へ
の
対
応
で

あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
福
祉

部
門
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
が
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
状
態
不

明
者
で
は
、
医
療
・
保
健
・
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
人
が
ど
れ
く
ら
い

い
る
か
把
握
し
、
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
優
先
順
位
の
高
い
対
象
者
を
絞
り
こ

む
。
高
齢
者
の
取
り
巻
く
環
境
お
よ
び
特

性
に
合
わ
せ
た
体
制
の
構
築
を
行
う
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
地
域
診
断
が
重
要
と

な
る
。」
な
ど
の
意
見
・
助
言
等
を
い
た

だ
き
終
了
し
た
。

事業実施内容の説明をする市町担当者

第
２
回
支
援
・
評
価
委
員
会

第
２
回
（
７
月
29
日
開
催
）
は
、
都
道

府
県
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
支
援
事
業
申
請

の
宮
城
県
と
広
域
連
合
が
行
う
個
別
の
保

健
事
業
お
よ
び
国
保
保
険
者
が
行
う
個
別

の
保
健
事
業
へ
の
支
援
で
、
国
保
保
険
者

は
８
保
険
者
に
対
し
て
助
言
等
を
行
っ
た
。

実
施
方
法
は
、
国
保
保
険
者
は
第
１
回
と

同
様
に
支
援
を
希
望
す
る
個
別
の
保
健
事

業
で「
特
定
保
健
指
導
率
向
上
事
業
」２
市
、

「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
」
５
市

町
と
１
国
保
組
合
、「
早
期
介
入
保
健
指

導
事
業
」
１
町
に
つ
い
て
は
そ
の
事
業
ご

と
に
、
ま
た
、
宮
城
県
と
広
域
連
合
に
つ

い
て
は
個
別
に
支
援
・
評
価
委
員
会
か
ら

の
助
言
等
を
受
け
た
。

委
員
か
ら
は
、
特
定
保
健
指
導
率
向
上

事
業
に
つ
い
て
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く

な
れ
ば
指
導
効
果
が
落
ち
る
と
い
う
論
文

が
あ
る
の
で
、
指
導
は
１
回
で
成
功
さ
せ

る
と
い
う
意
気
込
み
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
指

導
が
で
き
る
と
よ
い
。
優
先
順
位
を
つ
け

る
こ
と
は
よ
い
が
、
一
方
で
優
先
順
位
の

付
け
方
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
実
施
率
だ

け
で
な
く
、
本
来
保
健
指
導
を
よ
り
強
化

し
て
実
施
す
る
集
団
と
実
施
率
の
低
い
集

団
な
ど
に
分
け
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
す
る
の
か
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
を

立
案
さ
れ
る
と
よ
り
よ
い
。」
ま
た
、
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
で
は
、「
社

保
の
離
脱
者
が
多
け
れ
ば
、
職
域
で
の
健

康
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
単
独
で

の
職
域
と
の
連
携
は
難
し
い
点
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
保
健
所
等
の
圏
域
と
連

携
を
取
っ
た
り
、
自
町
内
の
特
定
会
社
か

ら
の
移
行
が
多
い
傾
向
が
あ
れ
ば
町
と
し

て
も
職
域
連
携
を
図
っ
た
り
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
を
長
期
的
に
考
え
る
方
法
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。」
な
ど
、
個
々
に
問

題
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
意
見
・
助
言

等
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
事
業
計
画
を
見
直

す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
国
保
担
当
と
保

健
事
業
担
当
間
で
情
報
共
有
が
図
れ
て
良

か
っ
た
。
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
支
援
い
た

だ
け
て
良
か
っ
た
。」
な
ど
概
ね
良
か
っ

た
と
の
声
が
多
か
っ
た
が
、「
も
う
少
し

時
間
を
か
け
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
き
る
と
理

解
が
深
ま
る
。
時
間
が
短
く
聞
き
た
い
こ

と
が
聞
け
な
か
っ
た
。
デ
ー
タ
の
分
析
や

関
連
性
、
評
価
指
標
な
ど
理
解
が
難
し
い

部
分
も
多
か
っ
た
。」
な
ど
の
今
後
の
課

題
と
な
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。

今
後
、
本
会
で
は
、
支
援
を
受
け
た
保

険
者
に
対
し
、
令
和
４
年
１
月
お
よ
び

２
月
に
開
催
予
定
の
支
援
・
評
価
委
員
会

の
評
価
に
向
け
て
、
中
間
の
進
捗
状
況
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
、
支
援
を

受
け
た
保
険
者
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

沿
っ
た
保
健
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
支

援
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

東京大学未来ビジョン研究センター
データヘルス研究ユニット
特任教授　古井　祐司　氏
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国 保 連 コ ー ナ ー

国 保 連 日 誌国 保 連 日 誌

編 集 後 記編 集 後 記

※開催場所の記載がないものは原則本会会議室で開催

人の名前というのは、時に読み方が様々で最初に呼ぶときは慎重
になる。キラキラネームでなくとも、漢字の組み合わせによっては
読めないことも多い。何回も読み間違えられた経験があると、訂正
するのもめんどうになる人も少なくないのではないだろうか。
そんな背景もあってか、上川・元法務大臣が行政デジタル化の一
環で全国民の戸籍に氏名の読み方を登録するため、戸籍法などの改
正を法制審議会に諮問するとした。種類の多い漢字よりも五十音の
方がデータ上の管理がしやすく、行政手続きの迅速化を図る狙いも
ある。ここではキラキラネームなどの本来とは異なる読み方をどこ

まで許容するかも議論される。
知人に「武尊」という名前の人がいる。読み方は「たける」なのだが、
学生時代は愛着も込めて「ぶそん」と呼ばれることもあった。縁起
書によれば、表紙の大高山神社の祭神は「日本武尊」。これを見て彼
の名前を思い出したが、思い返してみれば歴史の教科書にも仮名（ル
ビ）はついていたかもしれない。昔の人の名前も今となっては読み
にくく、現代に負けず劣らずキラキラネームにさえ思える人物もい
る。読みにくい名前には、今も昔も戸籍に仮名を振ることは必要な
のではないかと感じた。� （T.S）

令和 3 年 7 月
	 5 日	 監事会・三役会議
	 7、8 日	 市町村介護保険担当職員研修会 (Zoom)
	 12 日	 第１回理事会
	 14 日	 宮城県保険者協議会幹事会（Zoom）
	 15 日	 東北地方国保運営協議会代表者連絡協議会（書面開催）
	 19 日	 第１回通常総会
	 29 日	 第２回保健事業支援・評価委員会

・柔道整復療養費審査委員会	 15 日
・診療報酬審査委員会	 16、17 日、19〜 21 日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）	 20 日

令和 3 年 8 月
	 24 日	 �宮城県「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」

に係る市町村担当課長セミナー（Zoom） ・柔道整復療養費審査委員会	 17 日
・診療報酬審査委員会	 19 ～ 21 日、23、24 日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）	 20 日共同電算処理に係る保険者個別支援（Zoom）

８月		 大和町、白石市、石巻市

令和 3 年 9 月
	16、17 日	 高齢者の保健事業セミナー（Zoom）
	 29 日	 元気な高齢者支援事業（大和町）
	 	 介護給付費適正化システム等説明会（Zoom）

レセプト点検事務個別支援（Zoom）
７月		 �加美町、登米市、栗原市、建設業国保組合、柴田町、

大河原町
介護保険業務に係る保険者個別支援（Zoom）
８月		 仙台市、涌谷町
９月		 南三陸町

障害者総合支援業務に係る市町村個別支援（Zoom）
９月		 名取市

・介護給付費等審査委員会（審査部会）（書面開催）	 7 日
・柔道整復療養費審査委員会	 16 日
・診療報酬審査委員会	 17、18 日、21、22 日、24日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）	 21 日
・介護サービス苦情処理委員会	 24 日

特定健診に係る保険者個別支援（Zoom）
７月		 �七ヶ浜町、気仙沼市、大和町、建設業国保組合、石巻市、

多賀城市、大河原町、山元町
８月		 �角田市、東松島市、松島町、塩竈市、登米市、大崎市、

柴田町

10 ～ 12 月の行事予定
	10月7、8日	 糖尿病性腎症重症化予防研修会（Zoom）
	 19 日	 �国保料（税）収納率向上対策研修会（Zoom）…

（宮城県と共催）
	 25 日	 第２回国保問題調査研究委員会（Zoom）
	 27 日	 第２回介護保険調査研究委員会（Zoom）
	 	 �令和３年度保険料（税）適正算定マニュアル研修

会（Zoom）
	11 月 16 日	 市町村介護保険主管課長会議（Zoom）
	 17 日	 �市町村国保主管課長・国保組合事務（局）長会議

（Zoom）
	12 月 3日	 令和３年度東北地方在宅保健師等会連絡会議

・柔道整復療養費審査委員会	 毎月中旬　　　
・診療報酬審査委員会	 〃 中旬～下旬
・介護給付費等審査委員会（医療部会）	 〃 下旬　　　
・介護サービス苦情処理委員会	 〃 下旬　　　

介護保険業務に係る保険者個別支援（Zoom）
10月	白石市、大郷町

障害者総合支援業務に係る市町村個別支援
10月	白石市

思いやり
地域や職場、学校などにおいて、お互いに支えあい
思いやりの心をもって差別や偏見をなくしましょう。

STOP！コロナ差別
～県民の皆さんへのお願い～

感謝
私たちの暮らしを支えるため、感染のリスクに直面した厳しい環境の中で懸命に
働く方々に、心から感謝しましょう。

判断
うわさや SNS などの憶測に基づく情報に惑わされず、
発信する正確な情報に基づき冷静に行動しましょう。

　
　
　
差
別
に
変
え
な
い
で

不
安
を
終わりに
恐ろしいのは人間ではなくウイルスです。
力を合わせてこの日本の危機を乗り越えましょう。

相談窓口
みやぎ新型コロナ人権相談ダイヤル
090-1552-1477 平日９：３０～１６：３０

宮城県

ちいき しょくば がっこう たが ささ

おも こころ さべつ へんけん

わたし く ささ かんせん ちょくめん きび かんきょう なか けんめい

はたら かたがた こころ かんしゃ

おくそく もと じょうほう まど

はっしん せいかく じょうほう もと れいせい こうどう

おそ にんげん

ちから あ にほん きき の こ

みやぎの国保15 14



旬の
たより

料理のポイント

作り方

この印刷物は、
輸送マイレージ低減による CO2 削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を
使用した新しい環境配慮型インキ
「ライスインキ」で印刷しており、
印刷用紙へのリサイクルが可能です。

みやぎの国保 10
K O K U H O  M I Y A G I

宮城県国民健康保険団体連合会

2021 Autumn　No.286

旬のさんまで栄養たっぷりレシピ〜脱メタボ！
　減塩あと３g〜

気仙沼の秋の味覚といえば、秋刀魚です。脳や神経組織の機能を維持するDHA（ドコ
サヘキサエン酸）や血液サラサラ効果のある EPA（エイコサペンタエン酸）、骨粗しょう
症予防になるビタミンＤなど、豊富な栄養素が含まれています。口先や尾のつけ根が黄色
いものは脂がのっている証拠です。背が青く、腹部が銀色でぷっくりとしているものを選
びましょう！

旬の食材の紹介

・�塩をふり、数分置いてお
くことで、水分と一緒に
生臭さも流れ出ます。ま
た、味付けは臭み取りの
塩分だけなので、素材を
活かした減塩の炊き込み
ご飯になります。

さんまご飯

【材料】４人分

さんま…………………… ２尾（１尾 150g）
ごぼう………………………………… 60g
人参…………………………………… 60g
ぶなしめじ…………………………… 40g
小ネギ………………………………… 12g
精白米…………………………２合（300g）
日本酒…………………………… 大さじ１
水…………………………………… 400ml

❶	 �さんまは３枚卸し（中骨も取り除く）にし、真っ白くなるくらい強めの塩（分量外）をしてザルにのせる。
30分以上ザルを斜めに置き、臭みを取る。

❷	 さんまを水洗いし、１㎝幅に切る。
❸	 �ごぼうはたわしで皮を良く洗い、ささがきにする。
❹	 人参は細めの短冊切り、ぶなしめじは石づきを取り小房に分ける。
❺	 小ネギは小口切りにする。
❻	 炊飯器に洗米した精白米、日本酒、水、❷～❹を入れ炊く。
❼	 炊きあがったらかき混ぜ、小ネギをちらして完成。

【１人当たりの栄養価】
エネルギー：406kcal　たんぱく質：13.4g　脂質：12.3g　炭水化物：62.7g　塩分：0.4g

寄稿者紹介

気仙沼市保健福祉部
健康増進課　栄養士
行政栄養士５年

小
お

山
やま

　奈
な

美
み

好きな料理
　シーフードグラタン

～食彩豊かな気仙沼市～～食彩豊かな気仙沼市～
　気仙沼市は、リアス式海岸の海と豊かな山々に抱かれた美しい
自然に支えられています。古くから遠洋・沖合漁業の基地として
全国の漁船が集積しており、生鮮カツオの水揚げが 24年連続日
本一となるほか、サメ・サンマ・メカジキ等においても全国屈指
の水揚げを誇っています。
　気仙沼湾に浮かぶ緑豊かな島「気仙沼大島」は詩人が “緑の真珠”
と讃えた美しい景観で、現在放送中の連続テレビ小説「おかえり
モネ」の舞台地となっています。
　ぜひ、新鮮で美味しい海の幸を味わいに、気仙沼へ足をお運び
ください。

令和 3年 10月
宮城県国民健康保険団体連合会（宮城県仙台市青葉区上杉 1丁目 2-3）
022（222）7070
https://www.miyagi-kokuho.or.jp
庄子　陽
ハリウコミュニケーションズ株式会社
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